
 

末崎の風土散策 （５６）

～愛唱歌「末崎の四季」「末崎めぐり」について～

その４
初めてドレミ（１．２．３）の略符横開きの文部省唱歌の教科

書で、視唱させられて視唱法へと

転換させられたのであった。子供

達からもたいへん慕われている。

小細浦の山岸家（菅原宏一氏）

所有のピアノ（当時近隣になく価

格約千円といわれた）を借用し、

学校に運んで音楽会などを開き盛

んに勉強した時代であった。先生

の奥様もバイオリンを弾き時折教

員住宅から夫婦合奏の美しいメロ

ディーが流れて、心暖まる美しさ

に羨ましく何ともいわれない情景

であり子供ながらに心引かれる思いだったと記されている。大正

12 年 6 月末崎小学校に勤務して 2 年 2 ヶ月の大木先生は釜石実科
高等女学校にり転勤することにな同年 6 月 18 日午後 1 時から校
内送別音楽会が開かれ、惜しまれながら釜石に赴任されたのであ

った。（この学校は後に釜石女学校となり、昭和 38 年には岩手県
立釜石南高等学校と改称されている）その後、大正 14 年 7 月 4
日末崎小学校高等科生徒 67 名、教師 8 名による釜石修学旅行が
行われた。細浦港桟橋から発動機船で午前 8 時 30 分発軍艦「日
進」に乗船し、釜石まで海路の旅であった。艦上では軍楽隊の勇

壮な吹奏楽に夢心地に酔い、また砲術操作訓練では、大きな砲筒

が頭上すれすれまで下がったり、左右自在に旋回され肝を潰す思

いだったという。やがてゆっくり釜石港に接岸したら大木先生が

手を振りながらニコニコ顔で出迎えられ、皆びっくりし、驚きと

懐かしさでいっぱいだったという。その後先生は生徒とともに釜

石町内を案内されている。生徒達は釜石で 1 泊し、翌日汽船で全
員無事帰校している。大木初太郎先生には奥様の「としめ」さん

との間に、子供が１男、２女あり。長女「てるこ」さんは東京葛

飾に在住。長男「眞一」さんは岩手県立聾学校長や岩手県立図書

館長を勤められたが故人となっている。「末崎の四季」「末崎めぐ

り」は大正時代に作られており、今後年代を経るにつれ、忘却の

彼方薄れてゆくことであろうが、私の父母が生前、朧げな記憶を

辿りながら話した事などを併せて書き留めたものである。（聖）
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デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassaki/
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